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市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
図

る
た
め
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
の
機
会
の
拡
充

に
努
め
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
市
政
の
推
進
と
市
民
参
加
の
促
進

○
市
で
行
っ
て
い
る
仕
事
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

　

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

　

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
「
行
田
市
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
度
は
延
べ
67
回
開
催
し
、
２
千
５
１
７

人
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
誰
も
が
楽
し
く
安
全
に
市
内
を
散
策
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
の
提
案
に
基
づ
き
、
行
田

市
障
害
者
小
規
模
施
設
連
絡
会
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
「
行

田
た
び
く
る
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

○
環
境
再
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
い
の
ち

を
守
る
森
づ
く
り
」
と
題
し
た
親
子
植
樹
会

を
開
催
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
緑
豊
か
な
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

○
生
涯
学
習
と
自
己
啓
発
の
場
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
供
す
る
た
め
に
、
公
募
で
集
ま
っ
た

20
人
の
方
々
に
よ
り
、
市
民
に
よ
る
手
作
り

の
学
校
「
行
田
市
民
大
学
」
の
開
校
準
備
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
21
年
４
月

に
開
校
。
全
22
回
の
講
座
を
予
定
）

○
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
各
団
体
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
「
行
田
市
市
民
公
益
活
動
促

進
の
た
め
の
基
本
方
針
実
施
計
画
」
を
作
成
。

　

市
民
と
行
政
と
の
さ
ら
な
る
協
働
に
向
け
、

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
事
務
事
業

の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

重
点
施
策
の
推
進

○
新
た
な
市
債
（
市
の
借
金
）
の
借
入
れ
の
削

減
や
過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
繰
上
償
還

を
推
進
す
る
こ
と
で
市
債
残
高
の
計
画
的
な

削
減
を
進
め
、
一
年
間
で
約
13
・
７
億
円
の

削
減
を
図
り
ま
し
た
。
（
平
成
19
年
度
末
市

債
残
高
約
４
９
５
・
３
億
円
⇨
平
成
20
年
度

〜
市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

〜
市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

　

市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
と
、
よ
り
一
層

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
、
各
種
事
務
事
業
の
見
直
し
や
点
検
に
よ
る
歳
出
の
抑
制
に
努
め
る
一
方
、
こ

れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
効
果
を
、市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
施
策
へ
と
転
換
さ
せ
、「
市
民
満
足
度
の
向
上
」

を
図
る
べ
く
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
20
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

   

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　

円
滑
な
行
政
運
営
の
推
進

まちづくり出前講座で防犯対策を学ぶ様子

   

効
率
的
で
効
果
的
な

　
　
　
　
　

行
財
政
運
営
の
推
進


